
溝上慎一の教育論（動画チャンネル） No408

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.
https://smizok.com/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

④ 学習評価（観点別評価）の最終的な姿
－学びに向かう力・人間性等をどのように扱うか？-

（次期学習指導要領にむけた審議まとめの方向性）



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発
揮」へ、最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ
探究（個人探究）へ

④ 学習評価（観点別評価）の最終的な姿
－学びに向かう力・人間性等をどのように扱うか？-

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレ
をどのように埋めるか
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②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ－単元を超えるか否か－
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本日の内容

② 学習評価（観点別評価）の最終的な姿

① 学びに向かう力・人間性等 の改善と初発の思考や行動の提案
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本日の内容

② 学習評価（観点別評価）の最終的な姿

① 学びに向かう力・人間性等 の改善と初発の思考や行動の提案



『論点整理』（2025年9月25日）

>学びに向かう力、人間性等
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主体的に学習に取り組む態度

・粘り強さ
・自己調整

改訂案

現行学習指導要領
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主体的な学習とは

行為者
主体（subject）

対象
客体（object）働きかけ

主体的

主体性とは

「行為者（主体）が対象（客体）にすすんで
働きかけるさま」（『⽇本国語⼤辞典（第2版）』）

（文献）溝上慎一 (2025). 主体性総論－主体性とは何か、なぜこれほど求められるのか－ 東信堂



『論点整理』（2025年9月25日）

>学びに向かう力、人間性等
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主体的に学習に取り組む態度

・粘り強さ
・自己調整

改訂案

現行学習指導要領



『論点整理』（2025年9月25日）

新たな －学びに向かう力・人間性は付記○（個人内評価）だけか
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・平成元年学習指導要領改訂（1989年）

・平成29-30年学習指導要領改訂

新しい学力観、関心・意欲・態度

・学校教育法改正（2007年）

資質・能力の三つの柱、学びに向かう力・人間性等
＞主体的に学習に取り組む態度

第30条2項
(1) 基礎的な知識・技能
(2) 思考力・判断力・表現力等
(3) 主体的に学習に取り組む態度

文科省の主体性施策 を無にするか！

9



10

本日の内容

② 学習評価（観点別評価）の最終的な姿

① 学びに向かう力・人間性等 の改善と初発の思考や行動の提案



『総則・評価特別部会』
（2026年3月30日）②

①
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『論点整理』（2025年9月25日）

新たな －学びに向かう力・人間性は付記○（個人内評価）だけか
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内容のまとまり

１ ごみはどこへ
２ 水はどこから
３ くらしと電気

３章 自然災害にそなえるまち
づくり

１ 水害に備えるまちづくり
２ 火山の噴火にそなえて
３ 雪の災害にそなえて

教科書『小学社会４』（教育出版）

単元

単元

単元

２章 健康なくらしとまちづくり

目標と内容

・国立教育政策研究所教育課程研究センター『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する
参考資料』令和2 [2020] 年3月（各教科版）

・「教育課程企画特別部会（第15回）」令和8 [2026]年5月13日

目標と内容に基づいた「指導と評価の一体化」（学習評価）



（2026年5月31日配信）
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との対応



『総則・評価特別部会』
（2026年3月30日）
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審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発
揮」へ、最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ
探究（個人探究）へ

④ 学習評価（観点別評価）の最終的な姿
－学びに向かう力・人間性等をどのように扱うか？-

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレ
をどのように埋めるか

②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ－単元を超えるか否か－




